










































































































本語 両方 既婚・未婚 家族と
、1 43(79.6） 31.1 3５８ 4０３ 3４７２ 3 １０ 1６１７
ｆ 11(20.4） 31.5 ２９ 1１０ ８３０ ８３ ３５
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男女平等 ア 男女不平等能力主義 身分主義
<'性格の自己評価〉
人が自分自身をどのように捉えているかを把握することは，ているかを把握することは，他者理解において重要な位置を占め
る。同じ課題に対しても，肯定的な自己評価をもつ人は，否定的な自己評価の人に比べて，積極
的，意欲的に取り組むであろうことが予測される。留学生に対して我々が通常いだくイメージは，
曰本人学生と比べて「ひたむきな」「ねっしんな」「真面目な」等に代表される，かつての日本人や
学生のイメージが強いが，留学生達は自分自身をどのように捉えているのかを検討した。
留学生の自己像は「思いやりがある」「考えが新しい」「競争心が強い」「しんぼう強い」反面，
「感傷的」ではないとしている。
このような留学生全体の回答とは別に，男性の回答の承留学生（43名，理系35名・文系８名，平
均31.1才）と曰本人男子学生（48名，全員文系，２０才前後，前述の調査対象）とを比較することに
より検討を深めたい。
－９９－
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留学生は自己を
「思いやりがある」「考えが新しい」「競争心が強い」「しんぼう強い」と捉えるとともに，
「自己主張が強い」「直感力のある」
と意欲的・目的指向性が強いことを自覚している。一方日本の学生は，
「ひかえめ」「感傷的」「しんぼう強い」
と比較的消極的な自己イメージを持っており，両者から受ける我々の印象を裏付ける結果となって
いる。
これらについては二つの点が考えられよう。まず第一に発達的な違いがあること。すなわちその
平均年齢に見られるように，一般に留学生は既に目指すべきゴールを見出し，現在はそれに向かっ
て努力している過程一アイデンティティ達成の状態一にあるのに対し，日本人学生は一応の進路選
択はなされてはいるものの確定ではなく，自分のゴールを探している段階か，もしくは確定しない
ことの身軽さを享受している段階一モラトリアムーにあることがこれらの違いを生じている。第二
には，個人の持つ意欲的・積極的な特性に高い評価を与えるかどうかという文化的背景の違いが考
えられる。
図３性格についての自己評価
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(2)異文化適応についての考察
アジア地域の留学生が日本を留学先とする理由には， 学問的水準・奨学金に加えて地理的な問題
－１００－
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や文化的背景の類似度等のあることがこれまでの調査で指摘されている。事実，文部省の調査（平
成２年度）でもほぼ９割がアジアからの留学生で，そのうちの85％前後を漢字圏からの留学生が占
めている。これら言語をはじめ曰本と共通点を持つ漢字圏からの留学生とそれ以外の地域からの留
学生とでは日本で生活する際に体験するギャップの大きさには違いが見られ，それが適応上の困難
に結びつくケースが起こっている。ここでは，日本での生活の受け止め方について漢字圏（38名）
と非漢字圏（16名；アジア地域の回答の承では少数であったためアジア以外の地域も加えた）につ
いて，その違いを明らかにしたい。
〈適応の際に感ずる障害の程度について〉漢字圏・非漢字圏による違いの見られない項目として
「日本の考え方」「外国人に対する曰本人の態度」がある一方で差の見られた項目には，やはり「日
本人とのコミュニケーション」「日本の食事」「過密な人口］が上げられ，三項目とも非漢字圏で困
難度の高い傾向が認められる。コミュニケーションと一口に言ってあそこには言葉それ自体と言葉
の背景をなす文化そのものの二要因があり，いずれの要因を取り上げても非漢字圏からの学生には
プレッシャーとなりうることが予測される。また食事についても，宗教上の理由から食べることが
禁止されている種類の食物があるため，例えば大学等の食事の際には細かくチェックしてから食べ
る様子は通常いくらでも見られる。
〈日本の社会・文化・教育に対する意見〉両群でやや異なった傾向の見られたものとしていわゆ
る「日本社会の閉鎖性」に関しての受け止め方である。漢字圏からの学生がより多くそれを感じる
のは，元々受入れに対して高いニーズを持っており，その期待と現実のギャップがこのような違い
を生じたと考えられるが，その他想定される要因も含めて今後の検討課題である。
〈曰本人についての印象・イメージ〉最も異なったイメージであったのは「つきあいやすい－つ
きあいにくい」「正直一不正直」で，いずれも非漢字圏がpositiveな評価をしている。ほかにも「信
頼できる」「男女平等」の項目で差異が認められる。
図４生活適応上の障害の程度
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図５日本の社会・文化・教育に関する意見
賛成やや賛成
日本の大学の授業はあまりに論理的で、実際に役立
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欧米人に接するときと他の外国人に接するときとで
は、日本人の態度が異なっている。
漢字圏
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日本人は自分たちが外国人にどう思われているかを
気にしすぎる。
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いかに日本語がうまくても、どんなに長く日本にい
ても、外国人が日本社会に受け入れられることはき
わめて難しい。
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日本の文化はあなたの国の文化と多くの点で共通性
をもっている。
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図６日本人についてのイメージ・印象
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異文化適応の問題について
〈全体的な考察〉漢字圏・非漢字圏では認知される差異の側面には違いが見られ，とりわけ漢字
圏が曰本社会の閉鎖`性を感じ，これと並行する形で日本人イメージをnegativeに捉える傾向のある
ことが明らかにされた。しかし現状ではそれが必ずしも不適応状態とは関連していないことが自由
記述，面接を通して確認されている。
また，本調査では意識面の糸を取り上げたが，実際に不適応を経験するか否かには，もっと多様
な要因；すなわち頼りとすべき仲間の存在やノンバーバルレベルにおける問題などの諸要因が関
わっている。同じ国からの留学生が多くいる漢字圏の留学生達の相互の助け合いは，不適応の予防
的役割を果たしている。
したがって，一般的傾向ではあるが，やはり自国との文化的ギャップ例えばコミュニケーション
手段，「学ぶ」ことに対する価値観，日常における行動様式，食生活の違い等のほうが不適応状態と
結びつきやすいことが本調査からも示唆される。今回の調査で確認された点を踏まえ，調査対象を
増やすとともに，留学生理解に結びつく質問項目の精選，さらには面接調査との併用による検討な
ど残された課題は多い。
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